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学 校 評 価（結果）

育てたい生徒像
１ 知・徳・体の調和のとれた感性豊かで至誠の心を持つ生徒
２ 人権を尊重し，民主的でかつ協和の精神に富んだたくましい生徒
３ 勤労と責任を重んじ，自主的・自立的に行動できる生徒
４ 自己のあり方や生き方について考える生徒

徳島県立小松島西高等学校勝浦校



総 括 評 価 表

重点課題１：「わかる授業の展開と確かな学力の定着」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 ・意見 成果及び次年度への課題・改善方策
重 点 目 標 評価指標 活動計画 達成度・実施状況 評価 （評定）

①家庭学習の定着・習慣化 定期考査前に家庭学習時間を調査 自宅学習ゼロ時間でない生徒 ○家庭学習の習慣化
基礎的・基本的 自宅学習ゼロ時間でない生徒 →実態把握と改善指導 （生活･学習の記録 調査結果より） ○評価方法の見直し
な知識・技術を １年生 ６０％以上 １年生 ７９．２％ Ｂ Ｂ
習得させるた ２年生 ７０％以上 ２年生 ５７．３％
め，指導方法の ３年生 ８０％以上 ３年生 ６７．０％ 家庭学習において今後も継続指
工夫・改善を行 課題提出率 ９０％以上 課題提出率（夏・冬平均）９３．９％ 導を実施して欲しい。
い，生徒の学力 ②基礎学力の向上 授業の取組に関するアンケートの実施 アンケート結果（９７名回答）
の定着と向上を 生徒の自己評価 ８０％以上 →結果に関する情報共有，状況改善 質問１ ①２３名 ②５０名 ○アンケート結果の情報発信
図る。 73 Ｂ ○学習環境の整備

× 100＝７５（％）
97 学校行事を見直し，授業時間数

をよく工夫され確保している。今
③指導技術の向上 授業評価シートの活用 １年生 １１月１２日（木） 後も取り組んでいただきたい。

授業見学会の実施 →授業を見学された先生からのアドバ ２年生 １２月 ３日（木） Ａ ○より充実した授業見学会の実施
年間３回 各学年１回実施 イス等により授業の指導力向上 ３年生 ７月 ９日（木）３回実施 ○指導方法改善，評価方法見直し

④授業時間数の確保 学校行事の精選，授業の振替え等 １学期終業式（8/7）２学期始業式（8/24）
授業実施率（２学期末現在）の向上 →２学期末に授業の実施時数を集計し 文化祭，収穫祭，球技大会の中止，修 ○学校行事の精選

実施授業時数 実施率を算出 学旅行延期により授業時数を確保 Ｂ ○授業時間数の確保
単位数 2458 ○出張・年休等に伴う自習の削減

応用生産科 ＝ 20.7（21.5）119
2460

園芸福祉科 ＝ 20.7（21.5）119

※カッコ内は昨年度の数値

重点課題２：「豊かな人間性の育成と人権教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 ・意見 成果及び次年度への課題・改善方策
重 点 目 標 評価指標 活動計画 達成度・実施状況 評価 （評定）

①人権学習ホームルーム活動満足度 人権学習ホームルーム活動 臨時休校があり年間４回の実施とな ○人権学習ホームルーム活動は，今
一人一人を大切 ８０％以上 年間５回実施 った。満足度は生徒約７０％，教職員 年度は前年度の取組のまとめとして，
にし，互いに思 →全教職員による学習指導案提示 が 約８８％であり，次年度はさらに Ｂ Ｂ 「同和問題」についての学習に取り
いやり尊重する 満足度の向上をめざしたい。 組んだ。その後各学年で「個別人権
態度を育てると ②いじめ等に関するアンケート実施 いじめ等に関するアンケート 臨時休校があり，いじめ問題に関す 今年度は臨時休校があり，ＨＲ 課題」を取り扱い，特に２年生は修
ともに，生命や 「いじめと思われることを経験」 全学年年間２回以上実施 るアンケートを実施が２月以降となっ Ｂ 活動の実施数減やアンケートの実 学旅行の事前学習を兼ねて「アイヌ
人権を大切にす 「いじめと思われる行為をした」 →実態把握に努め，適切な指導を行う た。来年度のホームルームの環境づく 施時期が遅くなってしまったこと の人びと」について，３年生は「災
る意欲を培い実 を０にする りに活かしたい。 は致し方ないことであり，コロナ 害時における人権」について学習し
践力を身につけ ③全学年で道徳教育のホームルーム活動 道徳教育のホームルーム活動 道徳教育のホームルーム活動は実施 禍においてよく工夫され実施され た。また今年度も炊き出し訓練を実
る。 実施 →人権教育課による統一指導案提示・ できなかったが，日々の社会道徳の Ｂ ている。 施することができ，アンケート結果

１回以上 資料提供 指導などで積み重ねることができた から，参加した生徒の充実感を感じ
修学旅行の実施時期を次年度に ることができた。来年度もコロナ禍

④教職員研修対象の研修会参加率 特別支援教育を含む校内外の研修会 コロナ感染症拡大防止のため，教職 延期し，２学年同時期に行うにあ における災害と人権について生徒・
８０％以上 年間３回実施 員対象の研修会実施は少なかったが， Ｂ たり，上級生・下級生との人間関 教職員の研修を深めていくことが求

→教職員が少なくとも２回以上参加 充実感や満足度は約８０％であった。 係にトラブルがないようにご指導 められる。そのための日程や内容を
いただきたい。 精選する必要がある。



重点課題３： 「キャリア教育の推進と進路希望の実現」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 ・意見 成果及び次年度への課題・改善方策
重 点 目 標 評価指標 活動計画 達成度・実施状況 評価 （評定）

①卒業時における生徒の進路決定率 ①－１進路指導についてのＨＲ活動・進 ①卒業時における生徒の進路決定率 ○今後も進路ガイダンス等を実施し，
望ましい職業観 ８０％以上 路ガイダンス ９３．８ ％ 将来について考える機会を増やす。
・勤労観及び職 →学期に１回以上 B Ｂ
業に関する知識 ①－２履歴書の書き方・面接指導等 学期に１回以上の進路ガイダンス・
や技能を身につ →３年生の１，２学期 HR活動を実施した。 今年度，勝浦塾は，感染拡大防
けさせ，主体的 止のため，実際に企業見学はでき ○生徒との面談を数回実施し個々の
に進路を選択す ②「勝浦塾」就業体験学習自己評価肯定 ②－１「勝浦塾」（企業見学） ②「勝浦塾」就業体験学習 なかったが，企業説明会でのアン 生徒の希望を把握すると共に企業
る能力と態度を 率 →２年生の２学期 自己評価肯定率 ケートでは，昨年度よりも高い自 との連携を密にする。
育てる。 ８０％以上 ②－２ポスター等で成果を報告 ９５．３％ A 己評価肯定率である。

→収穫祭 企業説明会を実施した。
今後も様々な進路につながる資

③総求人数 企業訪問および企業開拓 ③ 総求人数 ５４０ 格取得に挑戦させていただきた ○農業技術検定の合格者を増加させ
２５０人以上 →進路指導課・３年学年団 訪問企業数 ６６ い。 る。

企業訪問 B
５０社以上

④資格取得者の総数 様々な資格取得に挑戦させる 刈払機講習会（35 人），ビジネス文書
１００人以上 →刈払機講習会(１年生)，ビジネス 実務検定（41人），漢字検定（23人），

文書実務検定(全学年)，漢字検定(全 農業技術検定３級（19 名）の他にも危 A
学年)，農業技術検定３級(２年生) 険物丙種（2 名）などのべ 100 人以上

の合格者を出すことができた。

重点課題４：「基本的生活習慣の確立と規範意識の育成」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 ・意見 成果及び次年度への課題・改善方策
重 点 目 標 評価指標 活動計画 達成度・実施状況 評価 （評定）

①年間５回以上全校集会を実施し，いじ 各学期の節目に実施 ①毎月はじめに全校集会を実施し，頭 〇今後も継続して毎月全校集会を実
愛情と信頼に満 めを含む問題行動や事故の防止，頭髪 学校全体，学年，ＨＲで共通意識を持ち 髪・服装指導ならびに生活面でのアド Ｂ 施する事で，生活面での指導の向上
ちた人間関係を ・服装指導等生徒指導面での改善 連携 バイスを実施した。 Ｂ が期待できる。
構築し，社会の →効率的で公平な指導をおこなう。 バスの発着時刻の遅れでバス通
一員としての責 生が遅い時間帯にバス停で待って
任と義務を自覚 ②校内，校外における交通安全講習会 交通安全に対する意識付け ②例年 7 月に実施していたが，今年度 いることがあり，この寒い時期に 〇今後も継続した指導に努める。
させるととも の開催 年間１回以上 県内の高校生の事故状況等を踏まえた内 については３密の回避・マスクの着用 健康面で心配であるが，がんばっ
に，自律心を養 容 の徹底などコロナ感染拡大防止を意識 Ｂ ていただきたい。
い規範意識を醸 →小松島署交通課に依頼 しながら 10月に実施した。
成する。



重点課題５：「特別活動の活性化と環境教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 ・意見 成果及び次年度への課題・改善方策
重 点 目 標 評価指標 活動計画 達成度・実施状況 評価 （評定）

①学校行事への主体的な参画 ①－１計画的な企画，準備，運営 コロナにより収穫祭は中止。各専攻ご ○特活課と農業科，家庭クラブおよ
学校行事を通し 収穫祭の充実 ①－２各行事に関するアンケートの実施 とに地域での販売活動を行った。 び各担当との連携
て，望ましい人 生徒の満足度 ８０％以上 →結果に関する情報共有，課題，改善 体育祭アンケート結果 Ｂ Ｂ
間関係を形成 方策 とても良い・良い ８６％ ○地域への積極的な働きかけ
し，集団への所 勝浦校生にあいさつをするとす
属感や連帯感を ②生徒会活動の充実と活性化 あいさつ運動の実施 ・あいさつ運動 合計５回実施 ぐにあいさつを返してくれて，素 ○小規模校・農業高校の特性を活か
深め，公共の精 あいさつ運動 月１回以上 →あいさつに関する自己評価の実施 ・自分から挨拶することへの意識付け 直さ，高校生らしさがでており好 した体育祭，収穫祭のあり方
神を養い，協力 校内外清掃活動 月２回以上 バス停等学校周辺・校内の清掃活動 ができた。 Ｂ 評価である。
してよりよい学 ・校内清掃活動 合計１０回実施 ○部活動の活性化
校生活や社会生 エコキャップ回収については，
活を築こうとす ③部活動の充実と活性化 部活動の取組に関するアンケート実施 ・２月実施予定 地域にもっと生徒会活動を通じて ○あいさつ運動の継続
る自主的、実践 部活動加入者の自己評価 ８０％以上 →生徒の状況把握と指導改善 Ｂ 広報活動に力をいれれば，協力し
的な態度を育て てくださる方が増えます。町社会 ○環境美化に関する意識の向上
る。 福祉協議会が回収活動をしていた

④環境美化に関する意識の向上と実践 ゴミの分別，清掃状況の点検・評価 ・各ＨＲで分別指導 が，現在中止しているので，今後 ○エコキャップ運動の呼びかけ
ゴミの分別・リサイクル活動 →定期的なリサイクル活動 ・ペットボトルのキャップを回収、 エ Ｂ 勝浦校の回収活動に協力していき
年間３回以上 コキャップ回収業者に持って行く予定 たい。

重点課題６：「学校の活性化，産業教育の振興と新しい学校づくり」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 ・意見 成果及び次年度への課題・改善方策
重 点 目 標 評価指標 活動計画 達成度・実施状況 評価 （評定）

①校外実習活動，交流学習の実施数 ①－１勝浦町内老人介護施設の花壇整備 ①－①特別養護老人ホーム喜楽苑（花 ○校外実習活動，交流学習の継続と
基礎・基本の定 年間３０回以上 校外実習年間３回以上 壇作り・庭園管理（計８回） 実施。生徒の自主性・主体性の育成
着を図りこれま ①－２勝浦町内病院の花壇整備 ①－２勝浦病院（花壇作り，管理作業 Ａ
での教育を創造 校外実習年間１０回以上 （計４回） ○校外での活動を行うための予算確
し，地域に根ざ ①－３勝浦町内小学校の小学生と交流学 ①－３生比奈小学校（圃場整備や野菜 今年度，収穫祭が実施できなく 保
した活力と魅力 習・農業支援 苗植えつけ・収穫，交流学習） Ａ て残念だが，来年度は，感染対策
ある学校づくり →土作りから野菜作り栽培管理等に （計４回） をとり，実施できるようにしてい ○計画的な施設・設備の整備と有効
を推進する。 ついて 年間３回以上 ただきたい。町民からの期待も大 活用の推進

①－４希少植物（ジンリョウユリ）定植， ①－４ジンリョウユリ定植，観察等の きい。
観察等校外実習年間２回以上 増殖活動を行った。（計２回） ○研究機関や農家等の見学や研修。

（年間計１８回） 小学校との交流について，高校 そのための予算確保
②地元農産物販売所「よってネ市」 ②－１野菜・果樹・草花・加工品等の生 ②－１農産物の数多くの品目を販売す 生のお兄さんお姉さんが，学校に
野菜・果樹・草花等の農産物販売品目 産 ることができた。（計３６品目） Ａ 来校してくれるのを楽しみにして ○情報発信と宣伝活動の充実
年間３５品目以上 →年間を通して販売 いる児童がたくさんいます。

②－２地元から求められる農産物の生産 ②－２人気農産物の販売ができた。 多くの地域交流活動は今後も継
③学校ホームページの更新 ③－１各課・科・部活動等からの情報の ③－１保護者に対して各部門から多く 続していただきたい。

月平均１０回以上 発信 の情報が発信できた。
→学校と保護者の連携を図る Ｂ

③－２学校ホームページ掲載状況の点検 ③－２記事の内容や見やすさを考えて
･評価 学校の様子や生徒の活動状況等

→わかりやすい情報発信 を紹介した。（月平均８回）


